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熱研からも誰かが書こうということで 簡単に引受たものの何を書いたらいいのかわか
らず時間だけが過ぎてしまって，土屋先生とセンターの人達にご迷惑をおかけしておりま
す.少し落ち着いて考えてみると僕がコンピューター，あるいはネットワークについて書け
ることなんかないに決まっているのに，それについて立派なことを書かなければならない
と思っているから書けないのではないかと聞き直ることにし，なかなかうまくコンピュー
ターを使いきれない側の立場から，感じていることを少し書いてみたいと思います.
あれば便利，できれば便利ということはわかっていても，具体的に必要になるまでは自
分から努力して積極的にはじめよう，というふうにはなかなかなれない私にとって，大学
のネットワークが整備されて教室のすぐ前までケーフ・ルが来 自分の研究室のパソコンを
用いてアクセス出来るようになったことは大変ありがたいことと思っています.というの
は，それ以前でも各部局まで末端は届いていて，電子メールでも電子ニュースでも利用す
ることは不可能ではなかったし講習会にも何度かでかけて受講していたのですが，末端が
置いてあるところまで行かなくてはならないということと その末端機の使い方に慣れて
いないという 2つの点で，なかなか定期的に使うというようにはなりませんでした.文面
を考えるのは自分の研究室のコンピューターを使うのが便利であり，それをネットワーク
とつないであるコンビューターに簡単な操作で入力する方法がわからないから，私が送る
ときは Faxを使い，読むのは簡単だから返事は電子メールでもらうという状態をしばらく
続けましたが，不便で長続きしませんでした.
センターの花田先生にマッキントッシュでの使い方とセットアップの仕方を具体的に教
えていただき，自分の机の上でいつでも使えるようになってはじめて電子メールを使うよ
うになったと感じています.電子メールは メールというくらいだからひとりでは何とも
ならず相手があってはじめて必要になるものであり，日本国内ではやっとそれぞれの大学
にケープルがついたところでもあり，まだあまりみんながつかっていないので，やりとり
には電話， Fax，手紙等を使い，電子メールは使っていません.しかし，外国との間では，
電話を使うには時差を気にしなくてはいけないし， Fax.もその料金がパカにならないので，
文字だけですむことには電子メールを使い，図や表，文字列がずれたらいけないものは Fax
で送るという方法を用いています.
メールは一対ーの情報交換の手段であり，双方にとって最も都合のよい方法をその時々
に選択しているのですが，電話，手紙， Faxと共に電子メールが使える状態になっていて便
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利だと感じたときがありました.それは，昨年 11，12月に一か月半程ブラジルに行ったの
ですが，その時こちらの事務に提出しなくてはいけない書類などがあって，ブラジルにい
る私と日本の研究室との交信に電子メールを使ったときです.向こうの事情として，電話，
Faxは料金が高いことと，別のフロアーにあって使い勝手がよくないということ，ネット
ワークにつながっているコンピューターは研究室のなかにありいつでも使えた，というこ
ともあったのですが，日本の方もネットワークの利用が便利になって教室の木下さんが慣
れていた，ということで助かりました.残念ながらどうやって日本語を使えばいいかわか
らないからローマ字でやりとりして 彼女にタイプし直してもらって提出しましたが，ネッ
トワークが使えていなかったら大変でした.そのとき，アメリカの NIHの人が同じ時期に
来ていたのですが，彼は自宅のコンピューターと研究室のコンビューターをつないで使っ
ているだけではなく，家族にも使い方を教えておいて，外国に出かけたときに連絡の手段
としても使っていると言っていました.言われてみればなるほどと思うことですが，セッ
トアップしてふだんから使っていないと思いてるかないし出来ないことだから，そろそろ家
にもコンピューターの買い時かな，と思いました.
一方この 1: 1のコミュニケーションである電子メールは必要に迫られて使いはじめて
いますが，不特定多数とのコミュニケーションである電子ニュースは，大学の llagasaki-
u.center.newsで運用停止の予定を見たり， bionet.journals.contentsを見る程度であり，ど
うして日本で日本にいる人達を対象としたネットワークでも，日本標準時ではなく GMT
を使うのだろうなどという本筋と関係のないことだけを感じるくらいで，議論に足るよう
なことを思いつくことはなく，自分から投稿したことはありません.それからデータベー
スの利用も医学部図書館の Medlineを使っているだけで ほかはどうやったらいいのかわ
からないので，具体的なマニュアルがどっかにないかなと思いながら積極的には探してい
ないのが現状です.
コンピューターが，かつての一部専門家のものであった時代から，一般の人は意識しな
くても色々に利用している時代，そして困ったことに使えないものは困る時代になりつつ
あるように思います.周りにある実験機器を見てもボタン操作なしに測定してくれるもの
はほとんど無くなりつつあります.簡単なコンビューターとつなぐことによって機能が拡
張されているのですが，操作が複雑になり単純な目的には使いにくくなっているものもあ
ります.はじめてその機械に触るものでも，すぐに目的に合わせて使いこなせる単純なマ
ニュアルがあれば，と思うことが何度かあります.
コンピューターネットワークが整備されて，いろいろなことが自分のところで便利に出
来るようになり，さらに情報処理センターを通していろんな情報を手に入れることも可能
になってきています.自習が難しい初心者にとっては どうしたらいいのかわからなくなっ
たとき簡単にもとに戻れる方法を知っていると，安心して使い始められるので，そのよう
な方法，セットアップの仕方を含めて，具体的な，しかも簡単なマニュアルと一緒に，今
後もいろいろなことを教えてくれたらと センターの先生方を頼りにし期待しています.
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